
2000年代に台頭した「ベルリン派」の中心人物にして現代ドイツ映画を代表する映画作家クリスティアン・ペッツォルト。

そのフィルモグラフイの中核を成す「幻影三部作Jを特別上映。

クリスティアン・ペッツォルト:幻影三部作

CHRISTIANPETZOLD:
GESPENSTER-TRILOGIE

2014年4月9811-4 月 11 日 E彊 [3 日間]

会場:ドイツ文化会館ホール(青山)

上映作品

治安 DIEINNERESICHERHEIT 2000

幻影 GESPENSTER 2005

イェラ VELLA 2007

国主催がかセ文化 M一東京川文仇ンタ -G 締結



私は愛が生まれるところを映画に撮りたい。

ありさまではなく抵抗をだ。

「ああ、二人は愛しあってる」といった愛のシーンは我慢ならない。

誰もが愛はこの世で最も美しいと装っている。

だがそれには抵抗が含まれていて、誰も自ら恋におちょうとはし

ない。

なぜなら、それがどんな問題を引き起こし、安定がどう奪われる

ことになるか分っているからだ。

そんな引き裂かれた状態を撮るのが面白いと思う。

ークリスティアン・ぺッツォルト

クリスティアン・ペッツォルト

CHRISTIANPETZOLD

1960年、ヒルデン生まれ。ベルリン自

由大学でドイツ語と演劇を学んだ後、

ベルリン・ドイツ映画テレビアカデ

ミーに学び、ハルーン・フア口ッキや

I\Jレ卜ムー卜・ビトムスキーらの助監督を務める。テレビ映画の演

出を手掛けた後、商業映画第一作『治安~ (2000) を監督。『治安』は

ドイツ本国で10万人の観客を動員。ドイツ映画賞最優秀賞を受賞

し、一躍ドイツを代表する映画作家の一人となる。その後、『治安』

と「幻影三部作」を構成する『幻影~(2005)~イエラ~ (2007) 等を発

表。新しいドイツ映画を象徴する「ベルリン派」の中心的作家とし

て、国際的な注目を集める。現時点での最新作『東ベルリンから来

た女~ (2012) は日本でも劇場公開された。現在は、二一ナ・ホス主

演~Phoenix.J]を制作中。

|・上映スケジ、ユーJレ(各日 1

4月9日(水) 16:50-r治安 J(l06 分) 19:00- 「幻影 J(85 分)

4月 10 日(木) 17:00 ・「イェラ J(89 分) 19:00 ・「治安 J(106 分)

4月 11 日(金) 17:00-r幻影 J(85 分) 19:00- 「イェラ J(89 分)

※各国入れ替え制 ※日本語字幕付き

~料金 |
一般=800円

ドイツ文化センタードイツ語講座受講生・アテネ・フランセ文化セ

ンター会員=600円

|・お問い合わせ |
アテネ・フランセ文化センター

TEL.03 ・3291 -4 339 (13:00 ・20:00)

http://www.athenee.net/culturalcenter/

||
ドイツ文化会館ホール

地下鉄青山一丁目駅占円目駅

より徒歩 7分 ‘渋谷

東京都港区赤坂 7-5-56

TE し 03 ・3584 ・3201

http://www.goethe.de/ins/jp/tok/jaindex.htm


